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東京 
 

大阪 
 

関西におけるコンベンション・展示施設等の状況 
参考資料５ 

世界全体での国際会議の

開催件数は増加傾向 
・地域別でみると、ヨーロッパの

割合が高く全体の半数以上を占

める。また、急速な経済成長を

背景として、アジア地域の伸び

率が非常に高く、過去10年間で

は約２倍に伸びている。 

<ＩＣＣＡによる国際会議の定義> 

・「国際機関・国際団体（各国支部含む）」の

主催 または 後援 

・参加者総数：50 名以上 

・定期的に開催される（１回だけ開催されたも

のは除外） 

・３ヵ国以上での会議持ち回りがある（２ヵ国

間は除外） 

出典：ICCA（国際会議協会）「Statistics Report2002-2011」より作成  

・ICCA データベースは ICCA 会員の申請・登録によって作成されているため直近年の数値は今後も増加する可能性がある 

※観光庁：MICE 国際競争力強化委員会最終とりまとめ（参考資料、平成２５年８月）に掲載 （以下、標題に*がつくものは同じ） 

アジア地域の国際会議開催規模は伸長しているものの、中国、韓国、シンガポール等のプレセンスが拡大 
・アジア太平洋地域を国別に見ると、我が国を含む主要国は近年全て開催件数を伸ばしている。 

年代は域内では日本が圧倒的な存在感を示していたが、2000 年前後から中国、韓国、シンガポール等の主要国が開催

件数を大きく拡大しているところ。 

世界及び地域別の国際会議開催件数の推移 

世界における国別の国際会議開催件数

(2011)* 

アジア・大洋州における主要国の 

国際会議開催件数増加率（1991～2011)* 

アジア･大洋州地域の主要国の国際会議開催件

数に対する日本のシェア推移（1991～2011）* 

アジア／中東 
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出典：ICCA（国際会議協会）統計より作成 出典：ICCA データベース（2012 年 9 月時点データ）より作成 

※ICCAデータベースはICCA会員の申請・登録によって作成されているため直近年の数値は今後も増加する可能性がある 

日本 
 

日本 
 

日本の国際会議は東京ほか首都圏での開催が多く、都市別に見ても大阪の件数は少ない 
・国際会議開催件数、参加外客数を見ても、首都圏でのシェアが多い。都市別に見ても関西の各都市、とりわけ大阪での開

催件数は東京等と比して少ない。 

＜JNTO国際会議統計基準＞①主催者：国家機関・国際団体（各国支部を含む）または国家機関・

国内団体、②参加者総数：50 名以上、③参加国：日本を含む 3 カ国以上、④開催期間：1 日以上 

出典：日本政府観光局

（JNTO）統計 

国際会議開催件数の推移 国際会議参加外客数の推移 

首都圏 関西圏 その他 
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出典：（株）ピーオーピー

「見本市展示会通信」より 

 

※『国際見本市会場「イン

テックス大阪」事業分析

（大阪市経済局 2012 年 2

月）』に掲載 

日本の展示会も東京での開催が圧倒的で増加傾向、大阪含むその他都市は減少傾向 
・展示会は、国内では東京の開催件数が多く、全国の開催の半分程度を占め、さらに増加傾向にある。 

・一方で、大阪を含め地方都市は概ね減少傾向となっている。 

世界規模で受入に向けた競

争が加熱も日本は動きに立

ち後れつつある状況 
・国際会議場や展示場等の施設

整備が、MICE 誘致競争に大きな

影響。アジア主要国がグローバ

ルニーズにマッチした MICE 施設

の整備を積極的に進めていると

ころ、我が国はそうした動きに立

ち後れつつあるのが現状。 

出典：観光庁：MICE 国際競争力強化委員会最終とりまとめ（参考資料、平成２５年８月） 

１．競合国のMICE 施設整備 
・近年、①国際会議場と展示場の一体整備、②展示場

規模の大型化、③アフターコンベンション機能も含めた

複合施設化がグローバルスタンダードに 

・韓国、中国、シンガポール等のアジア競合国は、こうし

たニーズを取り込んだ施設整備を積極的に推進する一

方、 我が国は立ち後れ。 

２．我が国 MICE 施設の課題 
１）会議場、展示場、宿泊施設等からなる一体的 MICE

施設の不足 

２）会議施設の展示規模不足 

３）稼働率が高く予約が取りづらい首都圏MICE 施設 

４）大規模会議場、多数の小規模会議室を有する施設

の不足 

３．施設整備にあたっての課題 
・MICE 開催の経済効果は、幅広い主体に及ぶ一方、施

設単独での採算確保は困難 

・海外では、特定財源の確保や民間資金の拠出など、

新たなファイナンススキームを構築している事例も 

アジア主要国の国際会議場・展示場 

アジア地域の展示会開催規模は増加も、中国や韓国で経済成長を背景に開催件数が増加 
・アジア地域の展示会開催規模は毎年数パーセントずつ増加している。  

アジア各国の展示会開催件数を見ると、日本が 2007 年をピークに開催件数が減少傾向にあるのに対し、中国や韓国にお

いては、その経済成長を背景として開催件数が増加傾向にあることが読み取れる。 

注）UFIが把握している見本市・展示会のみを集計しており、必ずしもアジア地域で開催された見本市展示会を網

羅しているものではない  出典：UFI 「The Trade Fair Industry In Asia 」7th edition＆8th edition より 

アジア地域の展示会開催規模推移* アジア各国の見本市・展示会開催件数推移* 

※各国の「見本市・展示会」の対象・補足範囲が異な

るため、国毎の数値比較は不適当  

出典：JETRO 資料 http://www.jetro.go.jp/j-messe/column/pdf/fair_exhibition.pdf より 



2 

 

 

大阪都心 
 

京都 
 

神戸 
 

大阪ベイエリア 
 

関西のコンベンション・展示施設は大阪都心・ベイ

エリアに集積するほか、京都・神戸に立地するが、

施設規模等では見劣り 
・関西の主要展示施設を見ると、大阪都心・ベイエリアに集

積するほか、京都・神戸にも立地する。 

・総展示面積最大はインテックス大阪であるが、東京や海

外の展示面積と比較しても小さい。 

・総展示面積 10 万㎡以上の展示施設がないこと、最大会

場面積が数千～1万㎡規模の展示施設がないこと、主要展

示施設の総展示面積の合計が 10万㎡未満であることが挙

げられる。 

国立京都国際会館 
延床面積 46,395 ㎡ 

・大会議場 固定 1,840 席・2,040 ㎡ 

 ・宴会場 2 室（805 ㎡・540 ㎡） 

・会議室 25 室 

・アネックスホール 1,500 ㎡ 

・イベントホール 3,000 ㎡ 

みやこメッセ 
延床面積 39,141 ㎡ 

総展示面積 9,650 ㎡ 

最大会場面積 4,000 ㎡ 

＜その他施設＞ 

・大会議室  1室（182 ㎡） 

・会議室  3 室（52 ㎡×3） 

京都パルスプラザ 
延床面積 21,474 ㎡ 

総展示面積 7,691 ㎡ 

最大会場面積 5,400 ㎡ 

＜その他施設＞ 

・ホール  588 席 

・会議室  7 室（50～100 ㎡） 

神戸コンベンションセンター 
●神戸国際会議場：延床面積 13,172 ㎡ 

 ・メインホール 829 ㎡（692 席） 

・国際会議室 387 ㎡ 

・レセプションホール 272 ㎡ 

・会議室  18 室（40～233 ㎡） 

●神戸国際展示場：延床面積 36,382 ㎡ 

 ・総展示面積 13,600 ㎡ 

・最大会場面積 3,800 ㎡ 

・会議室 6 室 

 

インテックス大阪 
延床面積   132,997 ㎡ 

総展示面積 約 70,000 ㎡ 

最大会場面積 10,167 ㎡ 

（屋外展示場 約 2,900 ㎡） 
＜その他施設＞ 

・国際会議ホール 414 ㎡（300 人） 

・会議室  21 室 

ATC ホール 
延床面積 - ㎡ 

総展示面積 5,550 ㎡ 

（屋外展示場 2,900 ㎡） 
＜その他施設＞ 

・コンベンションルーム 

2 室（291 ㎡・229 ㎡） 

・会議室  8 室（97～106 ㎡） 

大阪マーチャンダイズ・マート 
延床面積 - ㎡ 

総展示面積 約 4,055 ㎡ 

最大会場面積 約 2,900 ㎡ 

＜その他施設＞ 

・会議室  7 室（40～131 ㎡） 

ナレッジ・キャピタルコンベンション

センター （展示場） 
延床面積 - ㎡ 

総展示面積 1,700 ㎡ 

＜その他施設＞ 

・会議室 9 室（70～220 ㎡） 

大阪国際会議場 
延床面積 67,545 ㎡ 

＜主な施設＞ 

・メインホール 2,750 席 

・特別会議室 399 ㎡ 

・会議室   25 室・計 2,950 ㎡ 

・イベントホール 2,600㎡（分割可） 

マイドームおおさか 
延床面積 - ㎡ 

総展示面積 4,849 ㎡ 

最大会場面積 2,000 ㎡ 

＜その他施設＞ 

・会議室 7 室（36～143 ㎡） 

京阪神のコンベンション施設の立地状況 
（概ね展示スペースが 1,000 ㎡以上を有する関西の主な施設） 

大阪の主要展示施設の 

総展示面積と最大会場面積 

（参考）海外における事例 
・主催者ニーズとして、開催エリアには会議施設、ホテル、飲食・物販、エンターテイメントといった各種施設が徒歩圏内に立地

していることが求められる。 

シンガポールや、韓国では、MICE 開催に必要な各種施設がオールインワンとなった MICE エリアを整備しており、 主催者か

らその利便性について高い評価を受けている。 

 

出典：観光庁：MICE 国際競争力強化委員会最終とりまとめ（参考資料、平成２５年８月） 

・展示場：70,078 ㎡ 
・会議場：300 人収容 

・ハイアットリージェンシー大阪 
 （480 室）に隣接 

・ＡＴＣ （アジア太平洋トレードセ
ンター） 

インテックス大阪―南港 

・関西国際空港から車で約 50 分 
・ニュートラム最寄駅より約 8 分 

- 

（参考）インテックス大阪及び周辺における課題 
・ロケーションの良さを評価する一方、アクセス面での不便さや周辺の賑わい無さが課題。 

・会議施設の不足、施設の老朽化、ネット接続環境の未整備などハード面の整備が課題。 

主催者業界等へのヒアリングからみた、開催地として 

選ばれるためのインテックス大阪と周辺の課題 

（立地環境に関するものを抜粋） 

質問項目 概 要 
ヒアリングによって把握した 

主な意見 

ｲﾝﾃｯｸｽのﾎﾟ

ﾃﾝｼｬﾙ 
ﾛｹｰｼｮﾝの良さ 

西日本をﾀｰｹﾞｯﾄにするなら非常に

良い。 

現状における

ｲﾝﾃｯｸｽ大阪

の課題 

ｱｸｾｽが不便 

・市内中心部まで30分以上かかる。

ｽﾑｰｽﾞに 15 分くらいで移動できない

か。ﾆｭｰﾄﾗﾑの輸送力が不足してい

る。 

会議施設がな

い 

宿泊施設がな

い 

・セミナー等を開催できる会議設備

がないのは問題。 

・6,000 人以上を収容できる会議施

設があることと、宿泊施設が少ない

ことを解消できれば、大型会議の誘

致も可能ではないか。 

周辺の賑わい

がない 

・食事をするにも宿泊先のﾎﾃﾙに戻

る必要がある。周辺がもっと賑やか

になると良い。 

 出典：『国際見本市会場「インテックス大阪」事業分析（大阪市経済局 2012 年 2 月）』 

（参考：総展示面積/最大会場面積） 

東京ビッグサイト （80,660 ㎡/8,800 ㎡） 

パシフィコ横浜 （20,000 ㎡/20,000 ㎡） 

ＫＩＮＴＥＸ（韓国） （108,049 ㎡） 

Marina Bay Sands（シンガポール） （31,750 ㎡） 

北京国家会議中心（中国） （35,000 ㎡） 

青：会議場を主体とするもの 

赤：展示場    〃 


